










緒言

胎教は中国の皇帝学として始まり、妊娠中の生活に対する心構えとして、十世紀中頃に日

本に伝搬された。以後、妊娠に関するいくつかの因習として、広く全国に広まった。そし

て、ここ数年再び胎教という言葉が取りざたされ話題になっている。それは幼児教育の発

達、流行により、最も早期の教育と言った理解、あるいは育児を成功させるための一手段、

即ち、胎内にいるころより子供に対する愛情を深めていくという考え方などがあるためと

言われている。

しかし、実際の胎教は妊婦を取り巻く様々な生活環境に始まり、その妊婦の嗜好、性格、

行動様式、家族関係、パートナーとの関係など多くの因子の中に存在し、一元的なアプロ

ーチは困難である。したがって、胎教について、明確な定義やその効果の科学的な評価は

少ないのが現状である。各種刺激に対する胎児の短期的な反応や胎児の発育に関すること

は明らかになりつつあるが、胎教そのものの胎児、新生児への影響をはじめとする、長期

的な影響は明らかではない。。

そこで我々はまず、本年度に胎教に対する妊婦自身の意識調査を行い、その結果をふまえ、

おそらく胎教の基本となるであろう胎内記憶(Imprint)について基礎的な調査を行った。

1.アンケートによる意識調査

対象ならびに方法

胎教に対する妊婦の意識をアンケートにより調査した。

日本医科大学付属第一病院ならびに関連病院において妊娠管理中の妊婦 1000 人を対象に

郵送ならびに面接によるアンケート調査を行った。

対象の年齢は 19 才から 42 才で平均 27.8 才、妊娠週数は 9 週から 38 週で平均 24.6 週、

分娩歴は 0 から 3 回で平均 0.33 回、73.5%が専業主婦、20.9%がフルタイムで、5.5%がパ

ートタイムで仕事を行っていた。また、最終学歴は 1.3%が大学院、23.4%が大学、24%が

短大、19.5%が専門学校、31.2%が高校卒業であった。


